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169,975
435,172
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松本広域連合管内 平成23.2.1 現在写真提供／信州まつもと空港利用促進協議会
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平
成
２２
年
松
本
広
域
連
合
議
会
１１
月
定
例

会
が
、去
る
１１
月
５
日
に
松
本
市
役
所
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
５
件
が
上
程
さ
れ
、提
案
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、一
般
行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
、

常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
後
、本
会
議
に
お
い

て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、認
定
及
び
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

　　

平
成
２３
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、去
る
２
月
４
日
に
松
本
市
役
所
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、菅
谷
広
域
連
合
長
か
ら

議
案
６
件
が
上
程
さ
れ
、提
案
説
明
の
後
、一般

行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、常
任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、本
会
議

に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、同
意

さ
れ
ま
し
た
。

広

域
活 動 事

業

費

予算総額
４,393,340

（千円）

予算総額
１9,08０
（千円）

分担金及び負担金
４,118,260千円（９３.7％）

財産収入
１３，０００千円
（68.1％）

広域的観光事業
8,230千円
（４3.1％）

消防費
４,089,760千円（９３.1％）

繰越金
5,760千円
（30.2％）

広域活動事務費
1,400千円
（7.3％）

財産収入
1,44０千円（０．１％）

議会費
２，36０千円
（０．１％）

予備費
27,250千円（０.６％）

総務費
76,700千円
（１.8％）

公債費
90,060千円（2．0％）

民生費
107,210千円
（２.4％）

使用料及び手数料
3,340千円（０．１％）

諸収入
３２０千円
（1.7％）

予備費
2,300千円
（12.1％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
2,600千円（13.6％）

広域的文化事業
１,050千円（5.5％）

広域的地場産業振興事業
３，50０千円（18.4％）

国庫支出金
44,330千円（1.0％）

諸収入
58,270千円（１．3％）

繰越金
167,700千円（3.8％）

歳入

歳出

歳入

歳出

●
平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

◎
平
成
２３
年
２
月
定
例
会

◎
平
成
２２
年
１１
月
定
例
会

一般会計当初予算ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

平
成
２２
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
２
号

　

平
成
２２
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域

ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
２3
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

予
算

●
議
案
第
４
号

　

平
成
２3
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域

ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
５
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
辞
職
に
伴
う
も
の
）

●
議
案
第
６
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
任
期
満
了
に
伴
う
も
の
）

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
２１
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
報
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
報
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２2
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会

平
成
２3
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会
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歳入合計
１9,330
（千円）

諸収入
384千円
（1.99％）

財産収入
１3,080千円
（６6.67％）

ふるさと市町村圏
振興事業費
１2,358千円
（１００％）

繰越金
5,865千円
（30.34％）

歳出合計
４,286,001

（千円）

消防費
４,050,931千円
（９4.52％）

使用料及び手数料
　4,598千円（０.１％）

国庫支出金
26,493千円（0.59％）

県支出金
643千円（０.０1％）財産収入

2,687千円（０.06％）
繰入金
66,00千円（1.46％）

広域連合債
51,600千円（1.14％）

繰越金
164,136千円（3.63％）
諸収入
62,517千円（１.38％）

公債費
６9,210千円
（１.61％）

議会費
2,196千円
（０.０5％）
総務費
61,693千円
（１.44％）
民生費
101,970千円
（２.38％）

分担金及び負担金
４,143,220千円
（91.63％）

歳入合計
４,521,895

（千円）

歳出合計
１2,358
（千円）

●介護認定審査

●障害程度区分
  認定審査

審査判定件数
計14,667件

要支援1
1,638件
（11.2%)

要支援2
2,671件
（18.2%)

要介護2
2,498件
（17.0%)

要介護1
2,301件
（15.7%)

要介護3
1,829件
（12.5%)

要介護4
1,726件
（11.8%)

要介護5
1,951件
（13.3%)

非該当
53件

（0.3%)

審査判定件数
計483件

区分1
55件

（11.4%)

区分2
107件

（22.2%)

区分3
69件

（14.3%)

区分4
61件

（12.6%)

区分5
100件

（20.7%)

区分6
91件

（18.8%)

非該当
0件

（0.0%)

　

平
成
21
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一般
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
45
億
２
１
８
９
万
５
５
７
１
円

（
前
年
度
対
比
２
・
31
％
減
）、歳
出
が
42
億

８
６
０
０
万
１
９
１
２
円（
前
年
度
対
比
４・

00
％
減
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
は
、２
億
３
５
８
９
万
３
６
５
９
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
町
村
か
ら
の

負
担
金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
41
億

４
３
２
２
万
１
８
４
円
で
全
体
の
91・63
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
40
億
５
０
９
３
万

１
３
７
４
円
で
全
体
の
94・52
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、広
丘
消

防
署
の
消
防
庁
舎
耐
震
化
等
大
規
模
改
修
工

事
が
あ
り
、ま
た
、消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、渚

消
防
署
、梓
川
消
防
署
、安
曇
出
張
所
の
高
規

格
救
急
自
動
車
及
び
消
防
局
配
置
の
連
絡
車

を
そ
れ
ぞ
れ
更
新
し
ま
し
た
。

　

な
お
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計

の
決
算
は
、歳
入
が
１
９
３
３
万
３
７
９
円（
前

年
度
対
比
７・08
％
増
）、歳
出
が
１
２
３
５
万

８
９
８
３
円（
前
年
度
対
比
１・41
％
増
）で
、歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

６
９
７
万
１
３
９
６
円
と
な
って
い
ま
す
。

●
平
成
21
年
度
松
本
広
域
連
合

　

決
算
の
概
要

ふるさと市町村圏事業　
特別会計

一般会計 ●
平
成
21
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

松
本
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
る
、
介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
の
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 

介
護
認
定
審
査
会
委
員
・
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
す
。

	

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
３１
日
ま
で
の
任
期
で
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
１
０
０
人

（
20
合
議
体
）
と
、
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
15
人
（
３
合
議
体
）
が
改
選
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
分
野
に
関
係
す
る
団
体
等
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
２

年
間
の
審
査
判
定
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

	

　

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
更
新
申
請
等
を
行
う
対
象
者
が
３
年
ご
と

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
審
査
件
数
が
約
１
４
０
０
件
見
込
ま
れ
る
た
め
、
審
査
を
行
う
合
議
体
を
２
合
議
体

（
10
人
）
か
ら
３
合
議
体
（
15
人
）
に
増
や
し
、
増
加
す
る
審
査
件
数
の
対
応
と
認
定
審
査
会
委
員
の
審

査
判
定
に
要
す
る
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

	

　

両
審
査
会
に
お
い
て
は
、
公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
市
村
と
連
携
・
協
力
を

密
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

	

　

介
護
認
定
審
査
並
び
に
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
に
関
し
て
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住
所

を
有
す
る
市
村
の
福
祉
担
当
窓
口
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

審
査
件
数
を
前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、介
護
認
定
審
査
件
数
は
、新
規
・
変
更
申
請
７
１
８
件
、更

新
申
請
１
０
３
５
件
、合
計
１
７
５
３
件（
13
．６
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
件

数
は
、新
規
・
変
更
申
請
が
５
件
増
加
、更
新
申
請
が
１
２
８
件
減
少
し
、合
計
１
２
３
件（
20
．３
％
）減

少
し
て
い
ま
す
。



●4●4●5

■運航ダイヤ
【平成23年3月27日～平成23年7月31日】

路 線 出　　発

松本発 12：15

札幌発 14：15

松本発 16：30

福岡発 10：15

札幌着 13：45

松本着 15：50

福岡着 18：05

松本着 11：45

到　　着

札
幌
線

福
岡
線

■利用料金（一人当たり）
○体験学習施設

区 分

小・中・高校生

一般

500円

1,000円

1,000円 250円 500円

500円 1,000円2,000円

宿泊（一泊）
寝具クリーニング代
（300円）別途

市内の人 市外の人 市内の人 市外の人

日帰り

○屋外バーベキューコーナーのみ　
　市内の人:100円、市外の人:200円

　

長
野
県
の
歴
史

と
風
土
が
育
ん
で

き
た
国
及
び
県
指

定
の
伝
統
的
工
芸

品
等
を
一堂
に
集
め

て
、手
作
り
の
良
さ

や
使
い
心
地
の
素
晴

ら
し
さ
、伝
統
的
な

技
法
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、次
代
を

担
う
伝
統
工
芸
士

育
成
の
た
め
、「
第
26
回
長
野
県
伝
統
工
芸
品
展
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

伝
統
的
工
芸
品
の
展
示
販
売
を
は
じ
め
、伝
統
工

芸
士
に
よ
る
製
作
実
演
、伝
統
的
工
芸
品
紹
介
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、ご
希
望
の

方
は
製
作
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
　
時
】

平
成
23
年
３
月
１７
日（
木
）～
22
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
７
時（
最
終
日
は
午
後
５
時
迄
）

【
場
　
所
】

井
上
百
貨
店 

本
店
７
階
大
ホ
ー
ル

【
主
　
催
】

長
野
県
伝
統
工
芸
品
産
業
振
興
協
議
会

【
入
場
料
】

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
伝
統
工
芸
品
産
業
振
興
協
議
会
事
務
局

（
飯
山
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
９
）６２
―
３
１
１
１

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
：http://www.alps.or.jp/naganokougei/

 

◆
第
26
回
長
野
県
伝
統
工
芸
品
展

　
（
松
本
市
）

 

◆「
ま
だ
ま
だ
滑
れ
ま
す
野
麦
峠
ス
キ
ー
場
！！
」

　
　

か
ら
の
嬉
し
い
お
知
ら
せ（
松
本
市
）

 

◆
塩
嶺（
え
ん
れ
い
）体
験
学
習
の
家  

　

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
塩
尻
市
）

市
村
情
報

信
州
ま
つ
も
と
空
港

３
月
27
日
か
ら
運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
の
場
合
は
、松
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル（
Ｊ
Ｒ
松
本

駅
前
）か
ら
路
線
バ
ス「
空
港・朝
日
線
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、観
光
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
Ｆ
Ｄ
Ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
―
３
７
８
６
―
０
４
８
９

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
、　

F
A
X
：
０
５
４
―
２
７
５
―
２
４
３
１

●
長
野
県
企
画
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
―
２
３
５
―
７
０
１
９　

F
A
X
：
０
２
６
―
２
３
５
―
７
３
９
６

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、松
本
市
民
券
の
新
設
を
行
って

お
り
ま
す
。大
変
割
安
な
利
用
料
金
と
な
って
お
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。対
象
の
方
は
、

松
本
市
内
在
住
の
方
、市
内
通
勤･

通
学
の
方
と
な

り
ま
す
。

　

松
本
市
民
券
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、リ
フ

ト
券
購
入
窓
口
に
て
ご
住
所
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、野
麦
峠
ス
キ
ー

場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
３
月
27
日（
日
）ま
で
の
予

定
と
なって
お
り
ま
す
。

　

乗
鞍
岳
、穂
高
連
峰
、御
嶽
山
、遠
く
に
加
賀
白

山
を
望
み
な
が
ら
の
ロ
ン
グ
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
が
楽
し
め
る

野
麦
峠
ス
キ
ー
場
に
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
松
本
市
民
券（
リ
フ
ト一日
券
）

・
大
人（
高
校
生
以
上
）２
８
０
０
円

　
　

   （
通
常
４
０
０
０
円
）

・
小
人（
小･

中
学
生
）５
０
０
円

　
　

   （
通
常
２
０
０
０
円
）＊
未
就
学
児
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

野
麦
峠
ス
キ
ー
場

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）７９
―
２
２
４
６

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
：http://gakutoresort.jp

　

　

塩
嶺
体
験
学
習
の

家
は
、昨
年
７
月
に
、

塩
尻
市
北
小
野
地
区

に
オ
ー
プ
ン
し
た
体

験
学
習
施
設
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
環
境
で
、子
ど

も
た
ち
の
体
験
学
習

の
場
や
、趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
生
涯

学
習
の
実
践
の
場
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

【
開
館
期
間
】４
月
～
１１
月（
冬
季
は
休
館
）

※
３
月
７
日（
月
）か
ら
、４
月
～
６
月
分
の
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日（
７
、８
月
は
無
休
）、祝
日
の
翌
日（
そ
の

日
が
月
曜
日
の
場
合
、そ
の
翌
日
）

【
施
　
設
】

宿
泊
室（
ベッ
ド
ル
ー
ム
22
室
）、厨
房
、食
堂
、浴
室
、

屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュー
コ
ー
ナ
ー
等

【
お
問
い
合
わ
せ
、申
し
込
み
先
】

塩
尻
市
教
育
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）５２
―
０
２
８
０
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「
朝
日
村
の
特
産
品
を
考
え
る
会
」

Vol.11

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

 
◆
安
曇
野
市
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 「
き
ぼ
う
」オ
ー
プ
ン（
安
曇
野
市
）

 

◆
善
光
寺
街
道
巡
礼
歩
き
ツ
ア
ー

　

 （
麻
績
村
）

 

◆
唐
沢
そ
ば
集
落 
統
一
看
板
設
置

　

 （
山
形
村
）

　

平
成
23
年

２
月
11
日
、安

曇
野
市
豊
科

に
オ
ー
プ
ン
し

た
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー「
き

ぼ
う
」は
、豊

科
図
書
館
、多

目
的
ホ
ー
ル
、学
習
室
、熊
井
啓
記
念
館
が
併
設
さ

れ
た
安
曇
野
市
の
複
合
文
化
施
設
で
す
。

　

豊
科
図
書
館
の
蔵
書
可
能
冊
数
は
、６
万
冊
で
、

Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、パ
ソ
コ
ン
ス
ペ
ー
ス
、学
習
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、可
動
パ
ネ
ル
を
備
え
、隣
接
す

る
豊
科
近
代
美
術
館
と一体
的
な
展
示
が
で
き
る
ほ

か
、講
演
会
や
演
奏
会
な
ど
も
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
会
館
時
間
】

午
前
9
時
～
午
後
９
時
30
分（
豊
科
図
書
館
は
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

【
休
館
日
】

月
曜
日（
そ
の
日
が
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

年
末
年
始（
12
／
28
～
1
／
４
）

※
豊
科
図
書
館
は
、右
記
に
加
え
毎
月
最
終
金
曜
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

住
所
：
〒
３９９
―
８
２
０
５ 

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
番
地
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）７１
―
４
０
３
３

●
豊
科
図
書
館

住
所
：
〒
３９９
―
８
２
０
５ 

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
番
地
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）７１
―
４
０
２
２

　

塩
尻
市
洗
馬
宿
か
ら
善
光
寺
ま
で
歩
き
つ
な
ぐ
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
毎
に
、各

宿
場
の
地
元
案
内
人
が
ガ
イ
ド
す
る
地
域
密
着
の

魅
力
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。ぜ
ひ
こ
ぞ
って
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

前
期（
５
月
～

７
月
）、後
期

（
９
月
～
11
月
） 

年
２
回

※
土
・
日
を
中

心
に
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
開
催
予
定

【
参
加
資
格
】

一里（
約
４
キ
ロ
）を
50
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
方

【
定
　
員
】

各
回
90
名

【
参
加
費
】 

１
日
２
０
０
０
円（
１
日
単
位
で
参
加
可
能
）

※
別
途
、昼
食
費
１
０
０
０
円
。交
通
費
は
実
費
。

※
宿
泊
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
設
定
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。宿
泊
費
は
実
費
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

N
P
O
法
人
善
光
寺
街
道
歩
き
旅
推
進
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
０
―
２
１
６
０
―
６
８
４
０ 

担  

当
：
小
瀬

　

山
形
村
唐
沢
そ
ば
集
落

で
は
、唐
沢
そ
ば
組
合
が
共

同
で
全
加
盟
９
店
に
統
一デ

ザ
イ
ン
の
集
落
名
、屋
号
を

刻
ん
だ
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

看
板
は
欅
板
に
各
店
が

自
前
で
集
落
名
、屋
号
の
彫

刻
、塗
装
を
行
っ
て
趣
の
あ

る
数
奇
屋
風
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

看
板
設
置
に
合
わ
せ
て
、３
月
１
日
か
ら
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
中
で
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

山
形
村
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）９８
―

２
２
０
０
又
は
、３１
―

６
２
２
０ 

朝
日
村
に
は
、渋
柿
を
使
っ
た「
柿
ど
れ
っ

し
ん
ぐ
」、「
柿
そ
ー
す
」、「
自
然
が
作
っ
た
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
味
料

を
生
産
し
て
い
る
朝
日
村
の
特
産
品
を
考
え

る
会
が
あ
り
ま
す
。

朝
日
村
で
は
、昔
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に

柿
の
木
が
あ
り
、生
食
に
は
向
か
な
い
た
め
、

干
し
柿
に
利
用
す
る
以
外
は
収
穫
さ
れ
ず
に

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、村
と
し
て
、こ
の
柿
を
何
か
特
産

品
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
と

２
０
０
１
年
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
作
り
を
開
始
。

２
年
間
の
思
考
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、第
１
号

の「
柿
ど
れ
っ
し
ん
ぐ
」が
商
品
化
さ
れ
、続
い

て「
柿
そ
ー
す
」も
完
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

活
動
は
、村
か
ら「
朝
日
村
の
特
産
品
を
考
え

る
会
」へ
移
行
し
ま
し
た
。

会
は
、柿
の
収
穫
、渋
抜
き
を
し
た
柿
を

ペ
ー
ス
ト
に
し
て
、村
内
産
の
唐
辛
子
、県
内

産
の
蜂
蜜
を
加
え
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ソ
ー
ス

の
ベ
ー
ス
を
つ
く
る
作
業
を
担
っ
て
お
り
、製

品
化
は
、東
京

や
喬
木
村
の

加
工
場
へ
お

願
い
し
て
い

ま
す
。

商
品
化
当

初
の
懸
案
で

あ
っ
た
、き
れ

い
な
柿
色
を

し
た
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
が
出
来

な
い
も
の
か

と
改
良
を
重

ね
、昨
年
、よ

う
や
く
思
い

描
い
て
い
た

ド
レ
ッ
シ
ン

グ
が
完
成
し

ま
し
た
。
ま

た
、「
柿
そ
ー

す
」は
、第
19

回
信
州
の
味

コ
ン
ク
ー
ル（
長
野
県・農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
が
の
主
催
）で
優
秀
賞
を
頂
い
た
こ
と

で
、会
員
一同
、今
後
も
よ
り
よ
い
商
品
作
り
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、今
年
度
か
ら
は
餅
の
販
売
も
始
め

ま
し
た
。今
後
は
、餅
を
利
用
し
た「
あ
ら
れ
」、

「
あ
ん
こ
も
ち
」、「
ま
め
も
ち
」な
ど
の
菓
子
餅

の
商
品
化
を
進
め
る
予
定
で
す
。

商
品
は
、朝
日
村
の
農
協
生
活
店
や
周
辺

の
直
売
所
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非

一度
ご
賞
味
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

朝
日
村 

産
業
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
２
６
３
）９９
―
２
０
０
１　
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（注意）火災が多発しています！
平成22年中の1年間で、火災は156件発生し

ており、死者14名、負傷者16名などの多大な被
害が出ました。
今年は、すでに1月から、火災が多発していま

す。春先は、空気が乾燥し風も強くなり、火災が
発生しやすくなります。火気の取扱いには十分注
意してください。
3月1日から3月7日まで、全国一斉に春の火

災予防運動が実施されます。家庭や職場でも「火
の用心」に心がけ、火災のないまちづくりにご協
力ください。

～住宅防火いのちを守る7つのポイント～
－3つの習慣・4つの対策－

●寝たばこは、絶対やめる。

●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

●寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

風が強い日は、たき火をしない！
たき火から、目を離さない！
必ず消火を確認する！

住宅用火災警報器の設置は義務です。
あなたのお宅には設置してありますか？
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通報者 通信指令課・指令員

手をのせる場所は…
押す深さは…速さは…回数は…

血は直接触らないで…
使うものは…押さえ方は…

息がない！

血が出てる！

胸骨圧迫（心臓マッサージ）
をしてください！

止血をしてください！

（注意）火災が多発しています！

　消防局（通信指令課）では、急病やケガをされた方に直ちに応急手当が必
要と判断される場合、通話中に必要な応急手当を実施するよう「口頭指導」を
行っています。

一刻を争う救急現場では、救急隊到着までに近くにいる人たちが必要な手当を
することが重要です。落ち着いて口頭指導に従い、応急手当を行ってください。
救急車は119番通話中でも、場所が分かりしだい出動しています。

最新鋭の消防車両を導入(麻績消防署)

（注意）火災が多発しています！119番通報の受信時に口頭指導を実施

水槽付消防ポンプ自動車と救助工作車の
主要機能とを兼ね備えた最新鋭の車両で
火災現場、交通事故現場等へ迅速に対応
できます。

■特徴

　平成22年中の救急出場件数は14,980件で、1日当り41件出場しています。前年と比べ1,185
件増加しました。この中には軽い症状で搬送された方も多くありました。本当に救急車を必要と
している方の大切な命を救うために、適正利用にご協力をお願いします。

軽い症状ではタクシーなどを利用し、適正利用に心がけてください。
もちろん、緊急の場合は迷わず119番通報をしてください。

本当に救急車が必要ですか？

長野県下に初導入となる
水槽付き消防ポンプ車兼用
救助工作車です。麻績消防署
に配置しました。
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◆平成23年2月9日開催の第9回中南信消防広域化協議会広域連合長・組合長会議
において、今後の進め方について、次のとおり取りまとめられました。

※会議結果に関する詳しい内容は、中南信消防広域化協議会のホームページを
ご参照ください。

①中南信消防広域化協議会における協議は、一旦休止とする。

②消防広域化を協議する「新たな枠組み」については、当面、それぞれの団体で改
めて検討を行っていく。

③「新たな枠組み」について一定の方向付けがなされた時点で、中南信消防広域
化協議会の取り扱いについて改めて調整する。

④「消防救急無線のデジタル化」の整備については、中南信のエリアで一本化して
整備を進めていくこととし、広域化協議とは分離して実務的な協議組織を設置
する。

　松本広域消防局では、救急現場における救命率向上のため、救急隊だけでは困難な

場合や、一刻を争う場合には、消防車も出場し救急活動の支援をしています。また、救急

車の出動要請が重複した場合も、救急現場から一番近い消防車が出動し救急隊が到

着するまで救命活動を行っています。そのため、火災時以外でも消防車がサイレンを鳴

らして出動することがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

救命のため

同時に出場することが
あります。

中南信地域の消防の広域化について

ポンプ車 救急車と が

中南信消防広域化協議会
http:www.ncs-fire-wa.jp/kyougikai_choukaigi_page.html
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